
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

人事マネジメントの視点 

 

◆ まずは相手のフィールドに入る ◆ 
 

 

◇ 自分の興味の押し付け  

自分のよく知っていることや得意なことは、たくさん説明

できるため、交渉相手を落とそうとか、部下を納得させよう

とする場合、次から次へと言葉を並べて一生懸命になります。

しかし、相手の反応がいま一つだったり、手ごたえを感じら

れなかったりすることがあるでしょう。その場合は、自分の

説明していることと相手の興味がマッチングしていません。

例えば、趣味が同じ音楽で、ニューミュージックやロックの

話をしても、相手がクラシックにしか興味がなければ、話の

盛り上がりは期待できません。同じ音楽という分野であって

もそうですから、違う分野・興味であればなおさらです。 
 

◇ 「類は友を呼ぶ」の応用を  

大切なことは、自分のフィールドからではなく、まずは相

手のフィールドに入っていくことです。相手が、どのような

ことに興味があり、またはどのような悩みや疑問があり、そ

れをどう考えているか。それをまず理解し、共感できなけれ

ば距離は縮まりませんし、こちらの話にも乗ってくれません。 

諺に「類は友を呼ぶ」があります。街で見かける友人らし

き仲間達の服装はかなり似ていると感じたことはありません

か。基本的に、人は同じ興味や趣味をもつ人間に近しいもの

を感じ、好意を抱くのです。 
 

そのことを応用し、相手の真似をしてみたり、相手の考え

方や興味、趣味に寄り添ってみることです。「先に、私の話を

聞いてください」ではなく、「まず、あなたのお話を聞かせて

ください」「（相手の興味のあること）○○について教えても

らえませんか」と相手のフィールドに入っていきましょう。 
 

◇「それって、どういうことですか？」の努力を  

そうすると相手は、自分の得意なことの話を聞いてくれる

人ができたことを嬉しく感じ、たくさん話してくれることで

しょう（もちろん、タイミングの良し悪しもありますが）。特

に、他人がなかなか聞いてくれないニッチ（オタク）な内容

や社内の誰にも言えないことを聞いてくれるとなおさらで

す。話の内容のすべてがわからないかもしれませんが、わか

ろうとする努力は必要です。「それって、どういうことです

か？」と途中で質問を挟むと、興味をもって聞いてくれてい

るんだなということが相手に確実に伝わります。 

その関係性が出来てから、次に私のことも知ってください。

話を聞いてください。この順番が大事です。 
 

社内でも同じです。部下や後輩に対して、こちらから先に

アプローチすることに抵抗があるかもしれませんが、まずは

関係づくりです。 

これだけは押さえておきたい！ 

人事労務の最新情報   
 

～弊社ブログに、下記情報のリンクを貼っています～ 

http://shinsou-assist.blog.jp/ 

 

■ 10月 1日開始の社会保険適用拡大について専用サイトを開設/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/2810tekiyoukakudai/ 
 

■ 短時間労働者に対する健康保険・厚生年金保険の適用拡大に係る

事務の取扱い 
(年金事務所) https://www.nenkin.go.jp/oshirase/topics/2016/0516.files/20160516.pdf 
(厚労省) http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T160518T0010.pdf 
 

■ 「ハローワーク求人票の内容が実際と異なる」3926件/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000126598.html 
 

■ 「職場のいじめ･嫌がらせ」が 13年連続増加～「平成 27年度個別労
働紛争解決制度の施行状況」/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000126365.html 
 

■ 男女雇用機会均等法､育児･介護休業パートタイム労働に関する相

談等の状況を取りまとめ/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/bunya/koyoukintou/sekou_report/index.html 
■ 「セクハラ･パワハラ」等に関する相談､約 2 割で最多「労働相談ダイ
ヤル」/連合 

http://www.jtuc-rengo.or.jp/soudan/soudan_report/data/201605.pdf 
 

■ LGBT も性的行動の対象として明確化した男女雇用機会均等法の
改正通達/厚労省 

http://wwwhourei.mhlw.go.jp/hourei/doc/tsuchi/T160623N0060.pdf 
 

■ 今年度の雇用関係助成金をまとめたリーフレット（詳細版）のダウン

ロード/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/general/seido/josei/kyufukin/koyouantei.html 
 

■ ハローワークを通じた障害者の就職件数が７年連続で増加～精神

障害者の就職件数が身体障害者の就職件数を大きく上回る平成 27
年度 障害者の職業紹介状況等/厚労省 

http://www.mhlw.go.jp/stf/houdou/0000125531.html 
 

■ 人材（人手）不足の現状等に関する調査（企業調査）/JILPT 
http://www.jil.go.jp/press/documents/20160615.pdf 
 

■ 「『保活』の実態に関する調査」の結果等/厚労省 
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000124986.html 
 

■ 『介護者の就業と離職に関する調査』/JILPT 
http://www.jil.go.jp/institute/research/2016/153.html 
 

■ 内定・入社前後のトラブルに関する調査/連合 
http://www.jtuc-rengo.or.jp/news/chousa/data/20160531.pdf 
 

■ 『改正労働契約法とその特例に、企業はどう対応しようとしているの

か、多様な正社員の活用状況・見通しは』/JILPT 
http://www.jil.go.jp/institute/research/2016/151.html 
 

■ 「良心に反する手段でも進めるよう指示された仕事に従う」45.2％～
「2016年度 新入社員 春の意識調査」/日本生産性本部 

http://activity.jpc-net.jp/detail/mdd/activity001476/attached.pdf 
 
■ 社会保障・税番号制度＜マイナンバー＞について/国税庁 
http://www.nta.go.jp/mynumberinfo/index.htm 
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企業の発展を願い 従業員の成長を願う その一歩一歩を応援します 

が する の 』 細川馨 著 中経出版 \1,300+税 
 

（本文より） 「伝える」ということと、「伝わる」ということは異なります。コミュニケーションもホウレ

ンソウも、相手にきちんと届いて初めて意味があります。多くのリーダーは伝えたつもりになっている

ものの、実際に相手に伝わった度合いは、思いのほか低いものです。 
 

上司と部下との間で、意見の食い違いがあり、それがお互いの不平不満につながっていくことがありま

す。双方から話をよくよく聞いてみると、考えや思いが伝わっていないことが原因であることが多々あり

ます。リーダーが率先し、手本となるホウレンソウを本書から学んでみてはいかがでしょう。 

  
リーダーシップを高める推薦本 の紹介


